
 

 

 

 

 

 

 

 １１月５日（水）、町の小中学校音楽祭に先立ち、第７５回“社会を明るくする運動”「大島郡
中学校生徒の主張発表大会」に全校生徒が参加しました。この主張発表大会は昭和２６年から半
世紀以上続いており、発表者は千人を超えるそうです。本校からは各学年１名が登壇し、「立ち直
りに協力しよう」、「大切な言葉」、「偏見を考える」をテーマに主張発表を行いました。「就労支援
を行うことで犯罪や非行からの立ち直りを支えること」や「メジャーリーガーの大谷選手も大切
にしているあいさつを私たちもしていくこと」、「今起きている差別や偏見をなくす取組の紹介」

などの発表を聴いて、一人ひとりができることを取り組んでいくことで、もっと素敵な地域、周
防大島町になっていくと思いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 １１月５日（水）、橘総合センターで町の小中学校音楽祭がありました。本校は、１年生が「怪
獣のバラード」、２年生が「My Own Road」、３年生が「群青」の学年合唱を披露しました。
文化祭に引き続き、各学年の持ち味が感じられる歌声でした。来場された方からは、生徒の成長
ぶり、変容ぶりが見られたとの言葉が聞かれました。音楽祭の講師を務められました、山口大学
教育学部附属山口小学校の久保田 尚校長先生から講評をいただきましたので、紹介します。 

【１年生】 
 指揮者を中心に、みんなが気持ちをひとつにして歌っていたのが印象的でした。 
【２年生】 

 女声と男声のバランスがよかったです。合唱はとてもまとまっていて素敵でした。 
【３年生】 

 さすが最上級生。よくまとまった合唱でした。各パートの音程もよくとれていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【１年生】          【２年生】          【３年生】 
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学校教育目標：ふるさとを愛し、幸せな未来を拓く生徒の育成～自ら考え、判断し、行動する生徒～ 



 
 
 １１月１４日（金）、第２回進路説明会を行いました。近年、入学試験方法の多様化に加え、

高校再編成、周防大島高校の県立大学附属高校化、WEB による出願、入試日の前倒しなど、 
めまぐるしく変化しています。また、志望校の最終決定から入試手続きまでの日程が短いため、
注意が必要です。年内の主なWEBによる出願開始日は以下のとおりです。 

月日（曜日） 学校名 入学試験方法 

１１月２８日（金） 大島商船高専  推薦選抜・体験学習による選抜  

１２月 ８日（月） 柳井学園高校  推薦入試  

１１日（木） 聖光高校 推薦入試  

１５日（月） 高水高校  六年制（一般入試・特別入試） 

１７日（水） 聖光高校  AO入試  

１９日（金） 柳井学園高校  一般入試  

２２日（月） 
県立大学附属周防大島高校  特色選抜  

大島商船高専  一般入試  

２３日（火） 聖光高校  一般入試  

２６日（金） 高水高校  一般入試 

 
 

 
 １１月１８日（火）は人権参観日でした。５校時に各学級で、１年生：「いじりといじめ、ど
う違う？」、２年生：「『いじめ』について、あなたはどう思う？」、３年生：「しあわせ ～
おたがいの「ちがい」を認め合おう～」の授業を参観いただきました。文科省のいじめ調査によ
ると、いじめの様態は「言葉による嫌がらせ」が最も多く、次いで「軽い身体接触」、「仲間は
ずれ・集団による無視」となっています。日常の何気ない言動の中にも、心を傷つけてしまうこ
とがあるので注意が必要です。また、同じであることに安心し、ちがうことに不安になる私たち

ですが、「『ちがい』は『まちがい』ではない。ちがいを否定しないこと。」が人権の基本です。
「あなたと私はちがうけど、それもありかも。」と思えるおおらかさを身につけたいものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【１年生】          【２年生】         【３年生】 
 

 
 
 １１月２５日（火）、久賀小学校、周防大島高校福祉専攻 
科と合同で、地震発生に伴う津波避難訓練を実施しました。 
心配されている南海トラフ地震が発生した際、震度６弱、 
久賀港には２.８ｍの津波がくると想定されています。本校の 
１階部分は海水に浸かってしまうため、山へ避難することに 
しています。 
この日は、雷雨により校舎から避難することを断念しまし 

たが、悪天候や季節によっては、校舎に留まる判断をしなけ 
ればならないと思いました。避難途中の安全確保や、避難後 
の健康・衛生管理なども踏まえていく必要がありそうです。 


